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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、①第二言語（L2）学習者のidentity構築の過程と、②L2学習者の
identityと語用論的L2運用の関係性の2点を明らかにすることにあった。①について、長期留学中の日本人英語
学習者を対象として行なった調査の結果、実際の会話の場面において、調査対象者たちが様々な言語・文化・記
号論的な資源を用いながらお互いにidentityを形成していく様相が明らかになった。一方で②に関しては十分な
成果を上げることができなかったが、今後②について調査・考察するための方法論として、ナラティブ研究と談
話研究を融合させることの有効性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The study aimed to investigate 1) a process of L2 users' identity 
construction and 2) the relationships between L2 users' identity construction and pragmatic language
 use. The participants in the study were three Japanese users of English who took part in long-term 
study abroad programmes in different parts of the world. Regarding Aim 1, the study revealed that 
while L2 users interact with others, they utilize diverse linguistic, cultural and semiotic 
resources in the mutual process of constructing and negotiating identities. Meanwhile, as for Aim 2,
 a sufficient outcome was not produced within the limited research period. However, the study 
suggested an efficiency of integrating narrative approach and interactional analysis.

研究分野： 応用言語学

キーワード： identity　ELF　interactional analysis　narrative approach
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の主たる学術的意義は、長期留学における実際の言語使用という観点から、これまでのL2学習者の
identity研究を補完する点にあった。長期留学しているL2学習者がいかなる状況で、また具体的にどのように肯
定的identity を構築しているのかを解明をすることは、いわゆるグローバル人材育成や大学教育における海外
留学プログラムの改善に資する知見の導出につながるものと考えられる。この点に、本研究の社会的意義が認め
られる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 近年、言語学習を社会的過程として捉え、それを学習者本人の視点から考察する研究が盛んに
なっている。そしてそのなかで発展してきたのが、第二言語（L2）学習者の identity に関する
研究である。 
 学習環境が劇的に変化する海外留学は、L2 学習者の identity 構築にとって非常に重要な経験
となる。先行研究では、例えば海外留学を通じた「国際社会の一員」のような肯定的な identity
の構築が学習者の様々な能力の向上を促すこと （Benson et al., 2013; Jackson, 2010）や、
反対に留学時に肯定的な identity を構築できなかったために他文化の拒絶や自文化への傾倒が
深まること （Hashimoto & Kudo, 2011; Isabelli-Garcia, 2006; Kinginger, 2004）などが報
告されている。 
 ところで、高い言語能力を身につけた L2 学習者であっても、必ずしも母語話者（NS）モデル
に沿った言語運用をするわけではない。なぜなら L2 学習者は、自らの identity を表現するため
にNSモデルに抗した語用論的L2運用を行うこともあるからである （Ishihara, 2010; Iwasaki, 
2010; Siegal, 1996）。L2で「自分らしい」表現をできるようになること、また英語に関してい
えば、事実上の国際共通語としての多様性に対応できるようになることが、今日の L2 学習者に
は求められている。このように語用論的 L2 運用とは、L2 学習者の identity が強く反映される
実践なのである。 
 これまで研究代表者は、日本人英語学習者における identity 構築および identity の語用論
的 L2運用への反映の様相を調査する研究を行い、調査対象者の identity と語用論的 L2運用と
のあいだに密接なつながりがあることを明らかにしてきた（Nogami 2011）。しかしながら、海外
留学のような長期にわたる言語学習における identity 構築の過程や語用論的 L2 運用の変容、
あるいは実際の L2 インタラクション中の言語運用と identity 表現の関連性についてまでは、
調査がおよんでいなかった。 
 
２．研究の目的 
 「１．研究開始当初の背景」で述べた背景および研究代表者による事前の研究をもとに、本研
究では海外留学における①L2 学習者の identity 構築の過程および②L2学習者の identity と語
用論的 L2運用の関係性の 2点を明らかにすることを主たる目的とした。 
 まず①について、日本人留学生の長期留学前後を通じた identity 構築の過程を、ナラティブ
研究（narrative approach）および談話研究（interactional analysis）によって考察すること
を第一の課題とした。特に調査対象者の英語に対する態度や信条、あるいは国際社会の中での英
語話者としての自己認識などが、留学経験によってどのように変容しうるのか、またそうした変
容は identity の構築にどのように影響しているのかに焦点をあてることにした。 
 次に②について、留学前後での語用論的 L2 運用の変化を調査し、identity と語用論的 L2 運
用の関係性を検証するためのケーススタディを、第二の課題とした。例えば留学前は NS を基準
として L2を使用していたが、留学後は NSのようにではなく、自分らしい表現をしたいと望むよ
うになったなど、実際の語用論的 L２運用における調査対象者の identity の反映を過程的に分
析することを目指した。 
 
３．研究の方法 
 「２．研究の目的」に記した目的に応じた研究方法として、本研究では留学先において英語を
使用している日本人留学生を対象に、①半構造化インタビュー、②日記観察、③実際の言語使用
データの収集といった調査を実施した。 
 ①ではまず事前準備として、調査対象者の英語学習経験や海外渡航経験、英語に対する考え方
といった背景情報を問うものと、様々な状況設定においてどのような英語の発話をするのかを
問うものの 2 種類のアンケート調査を行なった。インタビューの質問項目は主にアンケート内
容に関する問いと、③の録画データにおける実際の言語使用に関する問いで構成した。録音した
インタビューデータのトランスクリプションを作成し、②のデータと合わせて、解釈学的方法に
よってその内容を分析した。 
 次に②では、調査対象者の identity 構築の過程を観察するために、およそ 2週間に 1回の頻
度で、留学中の日常的な L2 インタラクションへの参与に関する気づきを日記形式で記してもら
った。また日記の内容に研究代表者がコメントや質問を加え、それに対する回答も得た。こうし
たやりとりは、調査対象者の経験や見識をより深く理解するのに有用な手段であるとともに、研
究する側と研究される側の適切な関係を維持・構築することにも寄与していた。 
 最後に③では調査対象者とその友人たちによる英語インタラクションの様子を、専用機器を
用いて録画した。録画データは続く①のインタビュー調査用の資料としたあと、その内容を質的
に分析した。また調査対象者の友人たちに対しても、①と同様に録画データに関するインタビュ
ー調査を行なった。 
 
４．研究成果 



（１）実際の言語使用データから 
 本研究の成果の例として、ここではまず教育媒介言語が英語(EMI)であるコスタリカの大学院
にて収集した言語使用データのなかから、translanguaging (Garcia & Wei 2014)と呼ばれる多
言語話者のフレキシブルな多言語資源使用が起こった場面を取り上げることにする。Hisa (日
本人男性、30 代半ば)、Sun（ラオス人女性、20 代後半）、Sky（アメリカ人女性 20 代半ば）の３
名による英語インタラクションにおいて、Sun のくしゃみに反応した Sky と Hisa が、間髪いれ
ずに「salud」と声をかけるということがあった。スペイン語で「健康」を意味する salud は、
スペイン語圏においては誰かがくしゃみをした際に「健康に気をつけて」という意味を込めてか
けられることばでもある。 
 くしゃみをした者への周りの反応という文化的実践は、お互いの連帯感の確立と証明、換言す
ればグループ内での集団同一性（in-group identity）の形成につながっていると考えることが
できる。また上記の場面の前までの会話は、当然のことながら英語で進んでおり、同場面の後も
何事もなかったかのように英語での会話が続けられた。こうした translanguaging は、このグル
ープ内で参加者それぞれが多文化多言語アイデンティティを実践している(Gu, Parkin & 
Kirkpatrick 2014)ことの表れとみなされる。さらには、Sky と Hisa がほぼ同時に salud と反応
したこと、Sun がそれに対して特段の反応を見せなかったことから、上記の文化的実践がすでに
彼ら／彼女らの日常生活においてあたり前になっているとも判断できた。英語での会話の最中
に、また英語圏にもくしゃみに対してかけることば（bless you）が存在しているにも関わらず、
３名がともにスペイン語圏の文化的資源を何気なく使用していることは、非常に興味深かった。 
 
（２）インタビューデータから 
 続いて、（１）で例示した場面に関する調査対象者の語りを参照する。Hisa は、なぜ Sun のく
しゃみに salud と言ったのかという質問に対して、英語の bless you を使用することを問題だ
と思っているからだと説明してくれた。Hisa の語りからは、たとえ所属する大学院のコースが
EMI 環境にあったとしても、多様な文化・言語的背景を持った学生が世界中から集まっているこ
とに鑑みて、西洋の宗教的価値観を含んだ bless you の使用は避けたいという彼の思いが読み
取れた。また Hisa は salud に宗教的な背景がなく、ただ人の健康を願うという意味があるとい
うことを学んでおり、そうした学びを自身に内在化したうえで言語使用の選択を行っていたこ
ともわかった。 
 Hisa は 20 代の頃から様々な国へ渡航し、またそこで生活するなかで、多様な価値観にふれる
ことを通じて自己を内省してきた経験を有している。例えばコスタリカの大学院での生活を通
じて、人について判断する価値基準が politeness から fairness に変わってきたという語りが
あった。Hisa にとって、母国の日本では「丁寧」であることがその人をいい人であると判断す
る「基準」になっており、コスタリカ渡航以前はそのような「基準」が一般的だと考えていた。
しかしコスタリカの大学院での経験から、彼は“B is a polite person.”は “B is a nice 
person.”とは必ずしも結びつかないということに気づいたという。fairness とは他者のいうこ
とに賛成か反対かは関係なく、誠意を持って耳を傾け理解を深めようとする姿勢を持つことで
あり、Hisa は polite でいることよりも fair な人間でいたいという感覚を持つようになったの
だと語っていた。このように Hisa は、多文化多言語環境における英語でのコミュニケーション
において固定的な価値観に囚われることなく、ことばを「自分のもの」として使えるようになろ
うとしてきたのだと考えられた。 
 
（３）日記観察から  
 次に、日記観察の調査から得られた成果を要約しておきたい。この調査では、留学をする者が
留学先で構築する社会的ネットワークの幅広さや質が、自己の捉え方に大きな影響を与えてい
ることが明らかになった。特に多様な言語文化背景を持った人々とのインタラクションの機会
を多く持つこと、そしてそれらのインタラクションを意義あるものと感じられていることが、留
学をする者にとって多言語話者としての肯定的な自己像や異文化コミュニケーションの理解に
寄与していると考えられた。 
 またこの調査のなかには、英語圏ではない留学先における現地語の学習が留学中の困難を乗
り切る拠り所となったり、留学生の母語を資本とした活動が社会的ネットワークを広げる一助
となったりするといった例があった。こうした例からは、留学先がどこであろうとも「英語」の
学習が過度に強調されるきらいのある日本の大学において、多文化多言語社会を前提とした教
育を展開していくことの必要性が示唆された。 
 
（４）まとめおよび今後の課題 
 （１）（２）（３）の事例は、「２．研究の目的」に挙げた①L2 学習者の identity 構築の過程の
一端を描き出したものであるといえる。（１）（２）に関して、多様な背景を持つ英語話者同士の
会話において、その参加者は互いに様々な言語・文化・記号論的資源を使用することで自他のポ



ジショニングを行い、多文化多言語的な identity を形成し合うとされる（Gu, Parkin & 
Kirkpatrick 2014）。本研究におけるデータは、こうした英語インタラクションの実際的な特徴
を示すものとして、その意義を認めることができる。また（３）に関して、学生が留学先で構築
する社会的ネットワークの重要性を明らかにしたという点で、本研究は留学の機会を提供する
大学教育の今後のあり方を考える契機をもたらすものと位置づけられる。 
 一方で、「２．研究の目的」の②L2学習者の identity と語用論的 L2運用の関係性に関しては、
本研究期間内に十分な成果を上げることができなかった。その原因として、研究代表者が産前産
後休業を取得したことや新型コロナウイルスの影響のほかに、語用論的 L2 運用を調査するアン
ケート調査に実際の言語使用状況を反映することの限界が挙げられる。したがって今後の研究
においては、アンケート調査に代わる事前調査の方法を検討しなければならない。 
 また①に関して、本研究では時間的・環境的な制約のある海外フィールドワークにおいて、イ
ンタビュー調査の前に言語使用データの詳細な分析を行うことの困難さに直面した。今後は本
研究で得られた知見をもとに、調査地での簡便な作業を可能とする分析フレームを確立し、それ
にもとづいた分析結果に関する質問を組み込んだインタビュー調査および考察へとつなげられ
るような研究デザインが必要になると思われる。そしてその具体的な方法論として、どのように
してナラティブ研究と談話研究を効果的に融合させていくかが課題となるだろう。 
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